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プは、理学研究科・工学研究科・生活科学 研究科の教員 5名*が共同で、研究を行っています。 ここでは、
チームリーダーを勤める工学研究科の大島先生に語っていただきました。
利益田 晴恵(浬学研究科 ・生物地球系専攻・教授) 三田村宗樹(理学研究科・生物地球系専攻・教授)
貧よ佳則(工学研究科 ・都市系専攻・教授) 西川 禎一(生活科学研究科・長寿社会総合科学講座 ・教授)
浅層 ・中層 ・深層、 さらに、私たちは“笠宮にある浅層地下水を有効に利用してい
3層の地下水の特徴とは。 ないこと"も、問題の lつであると考え、地下水を有効活用して4
私たちは、地下水を深度別に大きく 3つの屑に分けてとらえて つの問題を解決する方策を探究しています。













m実態はほとんど犯鰹されていませんが、専用水道が附加し続ける 本研究では、建築基礎椛造設計指針などから閉・~沈下位を 5cm と
と、水道事業の衰退を招く可能性があります。また、乙のまま放限 仮定しています。
すると地下水が枯渇し、再び地態沈下を起こす可能性もあります。 図3は沖積砂層、図4は第 l洪積砂i線!日の水を汲み上げた場合
との川の地下水は浅居ほどの供給源がないため、 一旦Jki~lが減って です。地盤の緩い一部の地域を|徐くと、沖積砂防で2-3m、第 l








います。ζの胞の地下水位が高くなったことで、 4つの問題が生じ きの液状化の危険度を求めました。それが、 図5です。 PL備が高
ています。まず lつは、地下構造物が設計 ・施工されたときより いほど、危険度が高いことを表しています。現状の地下水位では、
も地下水位が布くなっているため、浮力が働き、既設構造物が不安 東大阪地域は沖積砂層が薄いので比較的安全ですが、西大阪地域に
定になること。2つ目は、地下鉄建設などに伴う椀向IJ工事が難航す おける液状化の危険度が非常に高くなっていますね。
















































本年7月、同じ Bグループの益田教授をヘッ ドに研究成果を l
都市φ水資源 E つにまとめた 『都市の水資源と地下水の
地下水φ未来 剖刷・ 未来』という本が出版されます。地下水
の利用についてさまざまな角度からアプ
'R-' Iローチし、納 ・研究してきたことの集
大成となりますので、お手にとっていた
だければ幸いです。地下水の有効利用 ・
地盤の問題は、非常に身近な問題です。
行政はもちろん、 一般市民の皆さんとと
もに、考え、取り組んでいきたいと考え
「都diの木資源と地 ドボのよ来」 てし、ます。
~山lIt'Ir l 制点都大学学術出版会
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